
経営学部在籍経験者の推移 (2003年 ～2012年 )

資料:学部別教員名簿

図1経営学部の、組織の脆弱性1:退職率と新規採用率の推移
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注2)特任Bは、外部から定年退職後、特任教員として採用された教員

特任A、 Bとも短期雇用に該当する。

※当年度における
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図2脆弱性2:2003年度在籍者の割合と期限付教員の割合の推移
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年度 2003 2007 2010 2011 2012

(現職)

(新規採用) 6 4 7 7 3 7

総在籍数

(期限付教員) 0 0 1 7 7 7 9

(特任B) 0 1 0 0 0 0 1

(特任A) 1 1

退職者 0 2 1 3 2 5 3 7

2003年度
在籍者の割合

注1)特任Aは、定年退職後、特任教員(今回、二宮元学部長が該当)として採用された教員

年度 2003 2004 2007 2008 2010 2011 2012

(現職) 92.1 878 68.9

(新規採用) 24.0 12.2

総在籍数 100 100 100

(期限付教員) 216

(特任B)

(特任A)

前年度在籍者に
対する退職率

退職率

新規採用率 24.0

2003年度
在籍者の割合

905 50.0 38.5 28.9

期限付教員の割合


